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※コンソーシアム：複数の組織が共通の目的のために活動する集団

文部科学省委託事業

令和7年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」

it-edu.kyoto/詳しくは

さらに、KCGで4年制学科を卒業するとグループ校
の京都情報大学院大学への進学が可能になります。

IT企業 第一線の技術者として活躍

●プログラマ
●システムエンジニア（SE）
●Webプログラマ
●ネットワークエンジニア

専門学校や短期大学を卒業して、
大学や専門学校の途中の学年に
入学すること

大学・他専門学校への編入が可能に
編入学とは…

京都すばる高等学校（情報科学科）
ITの基礎を学ぶ

［主な仕事］

京都コンピュータ学院　
ITのスキルと知識を高める基礎

すば京都す
ITの基入学 コン

スキ
京都コ
ITのス進学

京都府立京都すばる高等学校情報科学科と京都コンピュータ学院（KCG）によるコンピュータ、ITの
一貫した授業カリキュラムです。
ムダなく計画的に知識と技術を確実に身につけ、時代が求める優秀なIT人材を育てます。
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高専連携の一貫した授業カリキュラムにより、

KCG進学後、さらに高度な情報技術の習得や
資格取得を目指すことが可能になります。

京都すばる高校 情報科学科在学中にKCGの学習を先取りすることで、

令和3年度から始まったこのプログラムは文部科学省により本年度も事業採択されました。推進す
るにあたり、京都すばる高校、KCGのほか、京都府教育委員会、BIPROGY株式会社（旧日本ユ
ニシス株式会社）、一般社団法人 京都府情報産業協会の産官学連携コンソーシアムを組織し、高
校入学から専門学校への進学、就職まで見据えて、早期にIT業界で活躍する人材を育てます。

ITの世界がアナタを待つ
夢に向かって一直線！

文部科学省 採択 高等学校・専門学校連携事業



京都すばる高校 情報科学科在学中に、KCGの教員から専門学校の学習を先取り
KCG進学後は、さらに高度なITスキルの習得や資格取得を目指します

・京都すばる高校 情報科学科在学中に、KCGの教員から専門学校の学習を先取り
・KCG進学後は、さらに高度なITスキルの習得や資格取得を目指します

〒612-8156　京都市伏見区向島西定請120
TEL：075-621-4788
URL：http://www.kyoto-be.ne.jp/subaru-hs/mt/

〒601-8407　京都市南区西九条寺ノ前町10-５
TEL：075-681-6333
URL：https://www.kcg.ac.jp/

中学生のみなさん

IT業界を目指す
高校・専門学校一貫プログラム

京都府立京都すばる高等学校 情報科学科に入学すると、
京都コンピュータ学院（KCG）とコラボした特別な体験ができます！

希望者を対象に夏休み・春休みに短期集中講座を開催。
KCGの教室で最新のパソコンを使って、プログラミングを
体験してみよう。

KCG夏期講座・春期講座 生成AIワークショップ

京都すばる高校情報科学科に入学しようと思ったのは、パソコンに興味があったからです。高校では、
C言語やJavaなどのプログラミング言語や、IT関連の資格取得のための勉強をしました。一般の高校で
は学ばないような情報分野を深く学べたのでよかったです。京都すばる高校は、起業創造科、企画科、
情報科学科の３つの学科があって、それぞれ今の社会に必要な力を学べる場所だと思います。
高校では、連携校である京都コンピュータ学院の先生

の授業もありました。とても楽しい授業で、難しい範囲
でも、誰にでもわかるようなたとえを使って、わかりやす
く教えてくれました。
京都コンピュータ学院に進学後は、入学直後から2年

生対象の授業も受けています。それらをあまりつまずく
こともなく理解できているので、高校時代に学んだこと
が、ITを学ぶ上でとても活きていると感じています。ス
テップアップしながら勉強できています。
今後は、高校で学んだところよりももっと進んだ範囲

のJavaやITスキルを学びたいです。そして将来は、シス
テムエンジニアなどのITを高度に活用できる情報人材に
なりたいと思っています。

京都すばる高等学校 情報科学科 卒業 ▶京都コンピュータ学院 情報科学科1年生小西さん

小西さんと同じく一貫プログラムを受講してい
る   

下川さん・岸本さん   

インタビュー動画はこちら

KCGと京都すばる高校、三重県立亀山高等学校の３校が、
ハイフレックス仕様教室の遠隔講義システムを使って「生成
AIの実践的な活用方法」をテーマとしたワークショップを
実施しました。   
参加者はGoogle Geminiのアプリでプロンプトに対する
文章や画像が生成される状況を体験しました。

一貫プログラム 受講生の声



 
 

広報⽤動画（抜粋） 
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